
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【天皇杯県南部予選 浦和ＳＣ 第３位！】 

 前号で準決勝まで勝ちあがったことをお伝えした

天皇杯予選となる彩の国カップ埼玉県サッカー選手

権大会南部地区予選（兼 埼玉県南部地区サッカー

選手権大会）ですが、３月３日（日）の準決勝でＲ

ＥＤＳアマに１－２で惜敗しましたが、10日の３位

決定戦では、大宮の上小FCに５－２と圧勝し、見事

第３位となり中央大会に駒を進めました。 

準決勝のREDSアマとの試合では、２点先取されて

から前半終了前に１点を返し、ハーフタイムの修正

指示も行き渡り、後半はかなり優勢にゲームを進め

ました。何度も相手ゴールラインまで迫りましたが、

残念ながら後１点が届かずの惜敗となりました。 

この試合では、１月初旬に左膝靱帯損傷し、全治

３ヶ月と診断され本大会中の復帰が絶望視されてい

た選手コース最年長の碓井君が驚異の復活をとげ、

後半途中から出場しました。 

翌週に戸田道満グリーンパークで行われた３位決

定戦では、ミスから２点を奪われたものの、ほとん

どの時間帯でゲームを支配し、成田君のハットトリ

ックも含めて大量５点を奪い圧勝しました。 

 

この結果、選手コースは４月半ばから始まる県中

央大会への出場権を獲得しました。 

南部選手権大会の最終結果は以下のとおりです。 

 第１戦 １/27  ３－０ ＦＣ蕨 

  第２戦 ２/３  10―０ ラボーナ 

  第３戦 ２/10  ３－３ 上尾朝日ＦＣ 

       （ＰＫ ４－２） 

第４戦 ２/24  １－１ ＡＣ蕨 

       （ＰＫ ４－３） 

準決勝   ３/３ １－２ ＲＥＤＳアマ 

３位決定戦 ３/10 ５－２ 上小FC（大宮） 

 

大会を通じて、ユースから新加入した新戦力の頑

張りと、３回戦、４回戦のＰＫ戦の勝ち抜きと３決

でＰＫを止めていやな流れを断ち切ったＧＫ（坂木

君、沢田君）の奮闘が記憶に残るところです。 

なお、坂木君は京都の大学に進学するため、浦和

ＳＣでの公式戦出場は、ＲＥＤＳアマ戦が当面の見

納めとなりました。 
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☆ 選手コース 彩の国カップ県南地区予選 第３位！ 

☆ フェアプレイを強く望む！！ 
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県南部選手権第３位の表彰状を前に／ 

 02.03.10 戸田道満グリーンパークにて 



【けやきリーグ始まる／伊藤（徹）主将重傷！】 

さいたま市民浦和リーグが始まり、浦和ＳＣ生涯

コース若手主体のＵＳＣ彩も、３月24日にケヤキリ

ーグの第１戦にのぞみました。 

試合は、３－０で圧勝しましたが（もっと点取れ

たぞ！）、残念なことに、相手の不必要な後方からの

タックルを受け、主将の伊藤（徹）君が、左腓骨（左

足のすねにある細い骨です）を複数箇所骨折する重

症に見舞われました。 

手術・入院を要する大けがとなってしまい、復帰

までは数ヶ月かかる見込みです。 

この試合では、他にも何度かあきらかに後方から

のタックルや、アフターチャージなどがありました

が、警告はおろかファールをとらずに流す場面も多

くみられたことがありました。 

浦スポの皆さんはけっして報復行為などを行うこ

とがありませんでしたが、いかにサッカーに怪我は

付き物とはいえ、生涯スポーツの継続に重大な影響

を及ぼすような怪我を、反則行為が原因で負わされ

るのではたまったものではありません。 

まもなく、ジュニアユースもユースも公式戦が始

まりますが、浦スポの会員は、フェアプレー

の実践を態度で示し続けていくこと

にしましょう！ 

サッカーを大切にするなら、サッカーを一緒にや

る相手も大事にしていきましょう（道具も大事にし

てね～＾＾） 

 

 

 

【卒業生を送る会開催】 

 去る３月24日（日）、成徳短大大原グランドを一日

お借りして、卒業生を送る会を開催しました。 

 当日は、けやきリーグに重なったことから、シニ

アと選手コースにお手伝いいただき、会場準備を行

い、ジュニアユース、ユース、生涯、選手、シニア

の５コースが集い、交流試合を行いながら卒業生と

のプレイを楽しみました。 

 今年の卒業生はユース、ジュニアユースとも、同

級生の人数が少なくチーム存続の危機に直面する中、

強い意志をもってクラブでの活動を継続し、新生浦

スポのユース、ジュニアユースを創りあげてくれた

こと、ユースの卒業生が選手コースでの活動の継続

を選択しクラブとしての世代間の流れが確立してき

たことなど、彼らの果たしてくれた役割はとても大

きなものであったと思います。 

 卒業生の皆さん、本当にありがとうございました。

新しい世界で球を蹴り続ける方、まだまだ一緒に続

ける方といろいろですが、お互いに長く続けられれ

ばいいですね。 

 なお、成徳短大グランドの借用に際しては、池田

理事、塩野理事のお力添えをいただきましたことを

ご報告させていただきます。 

 

【駒場サブ工事終了！ 金曜日の夕方も使える！】 

ワールドカップの練習会場として雨天対応ができ

るように人工芝への工事が進んでいた駒場サブです

が、この４月から使えるようになりました。 

浦スポでは、毎週月曜日と金曜日の夕方５時～７

時までお借りすることができました。そこで、特に

ジュニアユースは塾などの関係で練習参加日が限ら

れていた会員もいたことから、新たに、金曜日も練

習日とすることにしました。 

 

 

ユース・ジュニアユースの卒業生を囲んで／02.03.24 成徳短大Ｇにて


